
　コンクリート瓦へ着色セメントペース

トが塗布された瓦を「スラリー瓦」と呼

んでいます（新品のスラリー瓦には表層

に１液アクリルクリヤーが塗布されてい

ます）。塗替え時のスラリー層の状態は、

酸性雨にさらされているため中性化が

進み、ドライアウト状態になっており、瓦

の表面に触ると瓦の色が手に付着します。

　スラリー瓦には「モニエル瓦」「クボタ

洋瓦」（パラマウント、パラシェイク）「ス

カンジア瓦」などがあります。

【改訂第2版】



脆弱なスラリー層を強化。強い下地を形成し、
屋根の美観を長期間維持します。

脆弱な下地を強化します。

特殊なプライマ－と施工方法により、剥離の原因となる

脆弱化したスラリ－層を浸透強化。強固な下地をつくり

ます。

1

耐久性に優れています。

酸性雨や紫外線および熱劣化などの耐性と抜群の耐候

性（高耐候性塗料）を誇るシリコン系が新たにラインア

ップしました。屋根の美観を長期間維持するとともに、

従来品に比べ抜群の耐候性があります。

2

優れた遮熱性を発揮します。

太陽光に対する反射率の優れた着色顔料と、熱放射に

優れたセラミックを採用した「NTスラリー瓦上塗遮熱」

「NTスラリー瓦上塗シリコン遮熱」を屋根に塗装するこ

とで瓦の温度が緩和されるため、夏場の照り返し、室内

温度上昇の抑制効果が期待できます。

3

安心の施工体制で確実に施工します。

工事施工は厳しい認定試験に合格した当社指定の専門

業者が行ないます。安心の施工体制です。

4

屋根を美しく彩ります。

豊富な標準色、特注色を用意しています。屋根の新たな

イメージチェンジが可能になりました。
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■ＮＴスラリー瓦上塗遮熱比較試験
【条件】

一般ブラック

NTスラリー瓦用
上塗シリコン遮熱
ブラック

▲NTスラリ－瓦用シ－ラ－

※含浸性がわかるように染料で着色しています。

▲他社スラリ－瓦用塗料

90分経過後に

約13℃の
遮熱効果が

 確認できました。

●照射ランプ ： ３００Ｗレフランプ　●基材 ： １５年経過のスラリー瓦
　の瓦裏面温度を測定



荷姿写真 荷姿写真

スラリー瓦は、生産工程で小口

部分（水垂部）に凹凸ができます。

また、瓦表面にも凹凸があります。

見分けるポイントは、右の写真の

ように、前小口のみでほぼ見分

けがつきます。

瓦の判別

①瓦小口部で確認する方法

塗り替え時期になったスラリー

瓦は表面の着色スラリー層がも

ろくなっているため、釘やカワス

キで瓦表面を軽くひっかくと着

色スラリー層がボロボロと取れ

ます。

②瓦表面で確認する方法

●スラリー瓦前小口 ●一般瓦前小口

前小口が凸凹 前小口がフラット

瓦の識別は、スラリー瓦塗替え工法のポイントです。

▲グレー ▲マウスグレー ▲クラウドグレー ▲スレートブラック ▲ブラック

▲ココナッツ ▲ゴールド※ ▲ブリックレッド ▲スレートブラウン ▲ラシットレッド

▲ガーネットレッド※ ▲チェスナット ▲グラスグリーン※ ▲オリーブ※ ▲ディープブルー

●別途シルバー系の銀黒２号、銀黒３号、シルバーブラック、銀青もご用意できます。実際の色は最寄りの営業所までお問い合わせください。
●上記以外の色も調色可能です。色相・価格などは最寄りの営業所までご相談ください。

●この標準色は印刷のため、実際の仕上がりとは多少の色違いが生じる場合があります。ご了承ください。
※印の標準色（４色）は割高になります。

●NTスラリー瓦用上塗各色
１６㎏セット（Ａ液１４㎏、Ｂ液２㎏）

●NTスラリ－瓦用上塗シリコン遮熱各色
１６㎏セット（Ａ液１４㎏、Ｂ液２㎏）

●NTスラリー瓦用上塗シリコン各色
１６㎏セット（Ａ液１４㎏、Ｂ液２㎏）

●NTスラリー瓦用上塗遮熱各色
１６㎏セット（Ａ液１４㎏、Ｂ液２㎏）

ウレタン系 シリコン系
●ＮＴスラリー瓦用シーラー
１６㎏セット（Ａ液１４㎏、Ｂ液２㎏）
 ８ ㎏セット（Ａ液７㎏、Ｂ液１㎏）



工程

●高圧水洗（水圧８～１２MPa）でホコリやコケなどを充分に洗浄し、脆弱なスラリ－層を撤去してください。また、コケなど取れにくい
ためワイヤーブラシなどで撤去してください。
●コケなどが残った場合、プライマ－の付着不良を起こしますので完全に取り除いてください。

素地調整

シーラー
●ローラー
●刷毛

●ＮＴスラリー瓦用シーラー　Ａ液
●ＮＴスラリー瓦用シーラー　Ｂ液

――――――１４㎏
――――――２ｋｇ

０．３～０．５㎏／㎡

１～３回 １２時間以上７２時間以内
（２３℃）

８時間
（２３℃）

上塗
（１回目）

上塗
（２回目）

可使時間 施工間隔使用量施工方法材料の調合

■ＮＴスラリー瓦塗替え工法　ウレタン仕様

●ＮＴスラリー瓦用上塗　Ａ液
●ＮＴスラリー瓦用上塗　Ｂ液
●塗料用シンナー

――――――――１４ｋｇ
――――――――２ｋｇ

―――――――――――０～２ｋｇ

●スプレー
●ローラー
●刷毛

●スプレー
●ローラー
●刷毛

０．１５㎏／㎡
（生塗料換算）

８時間
（２３℃）

２時間以上
（２３℃）

０．１５㎏／㎡
（生塗料換算）

８時間
（２３℃）

●ＮＴスラリー瓦用上塗　Ａ液
●ＮＴスラリー瓦用上塗　Ｂ液
●塗料用シンナー

――――――――１４ｋｇ
――――――――２ｋｇ

―――――――――――０～２ｋｇ

■ＮＴスラリー瓦塗替え工法　シリコン仕様

上塗
（１回目）

上塗
（２回目）

■ＮＴスラリー瓦塗替え工法　ウレタン遮熱仕様

●ＮＴスラリー瓦用上塗遮熱　Ａ液
●ＮＴスラリー瓦用上塗遮熱　Ｂ液
●塗料用シンナー

――――――１４ｋｇ
――――――２ｋｇ

―――――――――――０～２ｋｇ

●スプレー
●ローラー
●刷毛

●スプレー
●ローラー
●刷毛

０．１５㎏／㎡
（生塗料換算）

８時間
（２３℃）

２時間以上
（２３℃）

０．１５㎏／㎡
（生塗料換算）

８時間
（２３℃）

●ＮＴスラリー瓦用上塗遮熱　Ａ液
●ＮＴスラリー瓦用上塗遮熱　Ｂ液
●塗料用シンナー

――――――１４ｋｇ
――――――２ｋｇ

―――――――――――０～２ｋｇ

上塗
（１回目）

上塗
（２回目）

●スプレー
●ローラー
●刷毛

●スプレー
●ローラー
●刷毛

０．１５㎏／㎡
（生塗料換算）

６時間
（２３℃）

２時間以上
（２３℃）

０．１５㎏／㎡
（生塗料換算）

６時間
（２３℃）

●ＮＴスラリー瓦用上塗シリコン　Ａ液
●ＮＴスラリー瓦用上塗シリコン　Ｂ液
●塗料用シンナー

――――１４ｋｇ
―――――２ｋｇ

―――――――――――０～２ｋｇ

●ＮＴスラリー瓦用上塗シリコン　Ａ液
●ＮＴスラリー瓦用上塗シリコン　Ｂ液
●塗料用シンナー

――――１４ｋｇ
―――――２ｋｇ

―――――――――――０～２ｋｇ

■ＮＴスラリー瓦塗替え工法　シリコン遮熱仕様

上塗
（１回目）

上塗
（２回目）

●スプレー
●ローラー
●刷毛

●スプレー
●ローラー
●刷毛

０．１５㎏／㎡
（生塗料換算）

６時間
（２３℃）

２時間以上
（２３℃）

──

──

──

──

０．１５㎏／㎡
（生塗料換算）

６時間
（２３℃）

●ＮＴスラリー瓦用上塗シリコン遮熱　Ａ液
●ＮＴスラリー瓦用上塗シリコン遮熱　Ｂ液
●塗料用シンナー

――１４ｋｇ
―――２ｋｇ

―――――――――――０～２ｋｇ

●ＮＴスラリー瓦用上塗シリコン遮熱　Ａ液
●ＮＴスラリー瓦用上塗シリコン遮熱　Ｂ液
●塗料用シンナー

――１４ｋｇ
―――２ｋｇ

―――――――――――０～２ｋｇ

上塗は、
仕様により異なります。

■ＮＴスラリー瓦塗替え標準塗装仕様

※表面にシーラーが浮くまで
　たっぷりと塗装してください。



スラリー瓦洗浄前の状態 高圧水洗後の状態
ＮＴスラリー瓦用シーラーを施工
（表面がピカピカになるまで塗装した状態）

拡大写真（接写）

軍手で拭うと、脆弱なスラ
リ－層および粉塵・藻類が
取れてくる状態。

高圧水洗後の瓦を軍手で
拭うと若干スラリ－層が付
く程度。

部分的に吸い込みが出た
場合、再度塗装を行ないま
す。塗装間隔は５～１０分程
度です。

■素地調整について

●コケなどを残しますとプライマーの付着不良を起こします。完全に取り

除いてください。

■塗料と塗装について

●シーラーの塗装は瓦表面にシーラーが浮くまでたっぷりと塗装してくだ

さい。

●シーラー塗装時の基材は吸い込みがありますので、場合によっては１～

３回塗装となる場合があります。

●シーラーは攪拌後、２０分程度反応させた後に施工してください。

●シーラー乾燥後にガムテープを塗装面に張り付けし、その後、剥がした

とき粘着面に着色スラリー層が付着していないことを確認してください。

●ガムテープに着色スラリー層が付着する場合は、シーラーを再度塗布し

てください。

　注）シーラーの塗布が不足している場合は基材への浸透不足により、素

地の強化がされず効果が出ません。

●降雨、降雪が予想される場合や外気温が５℃以下、湿度８０％以上での塗

装は避けてください。

●塗装器具は使用後、速やかにラッカーシンナーなどで洗浄してください。

●表面を水洗いした後、および雨や露、霜で濡れているときは充分に乾燥

させてから塗装してください。

●塗装にあたっては好天であることを確認し、塗装後２４時間以内に降雨

などが予測される場合は塗装を控えてください。

●降雨などがあった場合は必ず１日、もしくは２日以上の塗装間隔をあける

とともに瓦表面に水分がないことを確認してから塗装してください。

●ローラー施工の場合は上下の瓦がつながらないように施工してください。

つながった所は漏水の原因となります。必ず縁切りを行なってください。

●塗装後の前小口部に塗料が溜まりますと、雨漏れにつながることがあり

ます。必ず、皮スキやカッターなどで縁切りを行なってください。

●高圧水洗やエアレス塗装では、施工中のミストの飛散がトラブルの原因

になりますので充分に養生を行なってください。

●塗料の保管は密栓し、直斜日光の当たらない涼しい冷暗所に保管してく

ださい。

【注意事項】

 

試験項目

乾燥性
２０分

４０分

８０

Ｈ

２５／２５

異常なし

２５／２５

異常なし

２５／２５

異常なし

異常なし

光沢保持率９０％以上

指　触

半硬化

２３℃　６５％ＲＨ

　　　〃

６０度　鏡面反射率　ガラス板上

ＪＩＳ  K  ５６００　鉛筆硬度

ゴバン目　５㎜×５㎜　テープ試験

水道水　７日間浸漬

水道水　７日間浸漬後　ゴバン目　５㎜×５㎜　テープ試験

６０℃温水浸漬　７日間浸漬

６０℃温水浸漬　７日間浸漬後　ゴバン目　５㎜×５㎜　テープ試験｠

水中浸漬×１６時間→－２０℃×４時間→８０℃×４時間　３０サイクル

自社試験法　水中浸漬にて試験　－２０℃×４時間→２０℃×４時間　１００サイクル

サンシャインウエザオメーター　１０００時間

試験方法 試験結果

光沢

鉛筆硬度

初期付着性

耐水性

耐温水性

寒熱サイクルテスト

凍結融解試験

促進耐候性



【その他、ご不明な点がございましたら、最寄りの営業所へお問い合わせください】
＊製品改良のため、仕様などを予告なしに変更することもあります。ご了承ください。
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「ＮＴスラリー瓦塗替え工法」取り扱い上の注意事項
（よく読んでご使用ください）

●火気のあるところでは、絶対に使用しないでください。

●万一、火災が発生した場合は炭酸ガス、泡または粉末消火器を用いてくだ

さい。水は使用しないでください。

●施工中、乾燥中ともに換気を充分に行ない、ミストや蒸気を吸い込まない

ようにしてください。

●取り扱い中はできるだけ皮膚に触れないようにし、必要に応じて有機ガス

用防毒マスク、手袋および前掛けなどの保護具を着用してください。

●取り扱い作業中、容器からこぼれないよう注意してください。こぼれた場

合は直ちに布やウエスで拭き取るか、砂などを散布したのち処理してくだ

さい。

●材料の付着した布やウエスなどは自然発火や引火の危険性があるため、

廃棄するまで水につけておいてください。

●容器はつり上げないでください。止むを得ずつり上げるときには、適切な

つり具で垂直に持ち上げ、落下に充分注意してください（偏荷重になると

取っ手が外れ、落下する危険性があります）。

●取り扱い後は手洗いおよびうがいを充分に行なってください。

●目に入った場合は多量の水で洗い、できるだけ早く医師の診察を受けて

ください。

●誤って飲み込んだ場合はできるだけ早く医師の診察を受けてください。

●材料が皮膚に付着し、痛みや外観変化があるときは、医師の診察を受けて

ください。

●蒸気やガスを吸い込んで気分が悪くなった場合は空気の清浄な場所で安

静にし、必要に応じて医師の診察を受けてください。

●保管は必ずフタをし、直射日光の当たらない場所に保管してください。

●子供の手の届かないところに保管してください。

●中身を使いきってから廃棄してください。また、廃液・汚泥などは関係法

規に基づき、自社で適正に処理するか、産業廃棄物処理業者に委託して

処理してください。

●詳細な内容が必要な場合は警告ラベル、または化学物質等安全データシ

ート（MSDS）をご参照ください。

本カタログは環境保全のため、印刷インキには大豆インキを使用しています。このSOY INKマークは米国大豆協会承認マークです。
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